
議案第１号 令和６年度地域公共交通確保維持改善事業（地域内フィーダー系統）

に関する一次評価（自己評価）について 

 

 令和６年度地域公共交通確保維持改善事業（地域内フィーダー系統）に関する自

己評価を別紙（案）のとおり行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１月７日提出 

 

                  二本松市地域公共交通活性化協議会 

                  会 長  三 保 恵 一 



令和7年1月17日

協議会名：

評価対象事業名：

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（２事業年度前）（又は類似事業）の

事業評価結果の反映状況
⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

昭和タクシー株式会社

・岩代地域コミュニティバス
（1）田沢コース
（2）広瀬経由杉沢（上り）
（3）広瀬経由杉沢（下り）
※一丁内
・自治体広報による利用促進

【前回（２事業年度前）の評価結果】
・各所への時刻表・チラシ配布による広報の
実施し、利用促進を図る。
・各公共交通に関するアンケートを基に、利
用者が使いやすい公共交通になるように修
正していく。ただし、令和5年度に安達東高
校が二本松工業高校と統合し、安達東高校
に在籍している現在の生徒が卒業すると岩
代地域での公共交通の利用者が大幅に減
ることが予想されるため、その影響を踏まえ
て路線の再編成を考える。

【評価結果の反映状況】
・時刻表、パンフレットの配布を継続的に
行った。
・通学利用者に合わせた臨時便の運行を都
度行った。
・岩代地域での公共交通の利用者の推移に
ついては、令和８年１月に予定しているデマ
ンド型乗合タクシーの運行方法変更（利用
向上）の影響もあることから、注視し随時再
編を検討することとなった。

A

事業が計画に位置
付けられたとおり、
適切に実施され
た。

C

【目標値】年間7,884人
【実績値】年間4,661人
【達成率】59.1％
岩代地域の高等学校(二本
松実業高等学校安達東校
舎)がR6年度末をもって閉
校するため、R5年度から新
規入学生を受け入れしてい
ないことによる、通学利用
者の減少により、すべての
系統で利用者が減少した。
なお、通学利用者の減少に
伴い、広瀬経由杉沢（上り）
は、補助対象期間の１回当
たりの輸送量が２人未満と
なり、補助対象外となった。

・観光資源のPRを図りながら公
共交通の利用を促し、利用増
加を目指すとともに、随時コミュ
ニティバスの再編について検討
する。

※枠の大きさの変更は可能です。

二本松市地域公共交通活性化協議会

地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況



地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

二本松市は、平成１７年１２月に二本松市、安達町、岩代町、東和町の１市３町の合併により誕生し、面積は３４４．４２平方キロメー
トル、人口は５０，５２７人（令和６年９月末現在）である。
　平成２０年１０月に二本松市地域公共交通活性化協議会を設置して公共交通の見直しを進め、平成２２年３月には、「市の拠点、
地域の拠点を中心とした、市民の移動を支える“持続可能な交通体系”の確立」を目的として、二本松市地域公共交通総合連携計
画（以下「連携計画」という。）を策定、令和元年６月には連携計画の基本方針を継続する形で二本松市地域公共交通網形成計画
を策定した。
　連携計画に基づき公共交通の再編を行い、①地域の拠点間は路線バスと鉄道が担い、②地域内はコミュニティバスとデマンド型
乗合タクシーがきめ細かく運行することとして見直しを進め、平成２２年４月からコミュニティバスの運行を開始、平成２６年１０月から
はコミュニティバスの路線の一部見直しを行いデマンド型乗合タクシーの運行を開始した。
　現在、地域内を運行するコミュニティバスとデマンド型乗合タクシーは、通学や通勤、買い物、通院など地域住民の移動に利用さ
れ、特に、高齢者等のいわゆる交通弱者と呼ばれる方たちにとっては必要不可欠な移動手段となっており、今後とも市民の暮らし
を支えるために安定的かつ継続的に運行していくことが必要である。
　また、令和６年３月には二本松市地域公共交通計画が策定され、目標の１つである「移動を支え交流を促す持続可能な公共交通
ネットワークの構築」を達成するため、「地域内の移動を支え交流・連携を促す公共交通ネットワークの利便性向上」を施策として設
定し、路線バスやコミュニティバスの効率化やデマンド型乗合タクシーの利便性向上を図られているところである。

別添１－２

事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

令和7年1月17日

協議会名： 二本松市地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名： 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金



二本松市地域公共交通活性化協議会

※記入する際、枠の大きさの変更及び頁追加のうえ作成することも可能とします。

事業名：令和６年度地域内フィーダー系統平成24年4月1日事業開始

事業の今後の改善点

実施状況、目標・効果の達成状況

生活交通確保維持改善計画

目的・必要性

定量的な目標・効果

事業・実施主体

確保・維持する系統の概要

評価項目

前回の評価結果

基礎データ

合併状況：平成17年12月に二本松市、安達町、岩代町、東和町の1市3町が合併
人 口：50,527人（令和6年9月末現在） 面 積：344.42平方キロメートル
高齢化率：36.3％ 協議会開催数：協議会5回（令和5年10月～令和6年9月）

公共交通の運行情報や利用方法、マップ等を記載した、公共交通の運行ＰＲチラシ、
ポスター等を作成し、積極的な情報発信を行う。また、利用ターゲットを絞る形で、通
学用や高齢者用などの情報提供方法についても検討し実施する。
（二本松市、運行事業者）

【実施状況等】

・岩代地域の高等学校(二本松実業高等学校安達東校舎)がR6年度をもって閉校予定であり、R5

年度から新規入学生を受け入れしていないことによる、通学利用者の減少により、すべての系統
で利用者が減少した。なお、通学利用者の減少に伴い、広瀬経由杉沢（上り）は、補助対象期間
の１回当たりの輸送量が２人未満となり、補助対象外となった。

【目標】
岩代地域コミュニティバス一般利用者数7,884人
（平成29年度公共交通利用率を維持）
【効果】
地域の公共交通であるコミュニティバスとデマンド型乗合タクシーが安定的に運
行することにより、通学や通勤、買い物、通院など地域内の住民の移動手段が確
保されるとともに、いわゆる交通弱者の方の交通手段を確保することができ、市民
生活の利便性向上、地域の活性化が期待できる。

二本松市は1市3町が合併し誕生したが、地域の拠点間は路線バスと鉄道が担い、地域
内はコミュニティバスとデマンド型乗合タクシーがきめ細かく運行することとして公共交通
の再編及び見直しを進めてきた。
現在、地域内を運行するコミュニティバスとデマンド型乗合タクシーは、地域住民の通学
や通勤、買い物、通院などの移動に利用され、特に、高齢者等のいわゆる交通弱者と呼
ばれる方たちにとっては必要不可欠な移動手段となっており、今後とも市民の暮らしを支
えるために安定的かつ継続的に運行していくことが必要である。

【実績】 年間4,661人 （達成率59.1%） 〔内訳〕 C ：1件

※評価の判定基準
・A⇒目標達成100%以上
・B⇒目標達成80%以上100%未満
・C⇒目標達成80%未満、又は、補助対象外（1運行当たり2人未満、運行割合30%未満）

【達成状況（結果）】
6,178人（達成率78.9％）
【評価】

・各所への時刻表・チラシ配布による広報の実施し、利用促進を図る。

・各公共交通に関するアンケートを基に、利用者が使いやすい公共交通になるように修正していく。ただし、令和5年度に安達

東高校が二本松工業高校と統合し、安達東高校に在籍している現在の生徒が卒業すると岩代地域での公共交通の利用者
が大幅に減ることが予想されるため、その影響を踏まえて路線の再編成を考える。

・観光資源のPRを図りながら公共交通の利用を促し、利用増加を目指す。

【地域内フィーダー系統】
○岩代地域コミュニティバス（平成23年2月運行開始、平成24年度から補助対象）
・運行事業者：昭和タクシー株式会社
・系統数：3系統
・運賃：大人200円

小学生以下100円
未就学児無料
高齢者無料乗車証提示で無料

(７５歳以上申請可)

・運行日：毎日



二本松市地域公共交通活性化協議会
二本松市コミュニティバス運行系統図（岩代地域・フィーダー対象）



二本松市地域公共交通活性化協議会

二本松市コミュニティバス運行時刻表（岩代地域・フィーダー対象）


